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情報システムの 価値 評 7 面 

飯 田 

1. はじめに 

これ 迄 ， 急 、 速に進展してきた ，企業の情報化に 対し 

て見直しの動きが 盛んになってきている・ これらの動 

きは，次の 2 つに分類することが 出来よう・ 

1 つは，情報技術を 経営に積極的に 活用することに 

より，競争他社に 差を付けて，厳しい 経営環境を乗り 

切ろ う とする積極的な 動きであ る， 

も う 1 つは， これ追年々増大する 情報化投資を 続け 

て来たが，それに 見合うだけの 効果を上げているとは 

思えず， この不況を乗り 切るためには ，効率が悪い 投 

資は削減しょうという 合理化視点からの 動きであ る・ 

これらの背景となる 産業界の，，情報化投資ないしは 情 

報化の進展度合と 経営指標との 関連は， どうも次のよ 

うになっているように 見受けられる ， 

特定のいくつかの 企業においては ， SiS ( 戦略，情報 

- ンステム ) 等の経営に大きなインパクトを 与えるよう 

な，情報システムを 開発・運用しており ，経営指標にも 

大きなプラスの 効果を及ぼしているものが 多い． また 

これらの成功例は ， 広く世の中に 喧伝されており ， 産 

業界の情報化の 進展に大きな 影響を及ぼしている・ 

しかし対象を 特定企業でなく ， もっと - 般 化して， 

例えばあ る業界の大多数の 主要企業を対象にして ，情 

報化の進展度合と 経営指標との 関連を，統計的に 解析 

して情報化の 有用，性を実証しょうとする 試みはほとん 

どが成功していないと 言えよう 1). 

このような，各論と 一般論との乖離はどのようにし 

て生ずるのであ ろうか， また冒頭に述べた 情報化見直 

しの動きにどのように 対処すべきか． この ょう な疑問 

に 答えるためには ，情報システムの 価値評価について 

の的確な認識を 持つことが大切であ る・ 

情報システムの 価値評価は，企業経営者にとっての 

重大関小事であ ることは勿論であ るが，直接開発に 携 
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わる情報システム 部門にとっては ，非常に切実な 問題 

であ る．筆者は， 以 - 荷民間企業において 情報システム 

の開発に従事していたが ，同僚，部下それに 自分自身 

も含めて， 日夜骨身を削って 開発した情報システムが 

どれほどの価値を 持っているのか ，企業にどれだけ 役 

立ったのであ ろうかという 疑問が頭を離れなかった・ 

本稿は，情報システムの 価値評価の現状と 問題点， 

更に企業情報化の 進め方の間 題 点を解析して ， これに 

対して幾つかの 提案を行おうとするものであ る・ 

2. 情報システムの 価値の構造 

一般に，経営資源の 価値は ， 2 つの視点から 評価さ 

れるべきであ ろう． 

1 つは，その資源が 本来持っている 客観性のあ る価 

値，例えば市場価値や 簿価のようなものであ る・ 

もう 1 つは，その資源が ，企業経営にどれだけのプ 

ラスの効果をもたらしたか ， またはもたらす 可能性が 

あ るかという視点からの 評価であ る．企業経営にとっ 

ての プラス効果としては 非常に広範囲のものが 考えら 

れるが 劣 ，本稿では，企業の 作り出す付加価値に 集約 

することにする． 今日， 企業の社会的役割が 重要視さ 

れているが， 依扶 として利潤の 追求は企業の 最大行動 

原理であ ることは論を 待たない．利潤のもととなる 付 

加 価値生産性は 益々重要視される 機運にあ る・ 

この考え方を ，経営資源としての   情報システムにも 

適用する際に 気を付けねばならないことは ，情報システ 

ムの価値発生メカニズムの 特異性であ る・   情報システ 

ムを直接，製品として 外部に販売しているような 企業 

を 除いて，情報システムは 直接的には付加価値を 生産 

しない．企業内の 直接部門 ( ユーザ ) で活用されて ， 

はじめて付加価値を 生産する． このために，   情報シス 

テムの開発業務が 付加価値を生産するとして 扱 う こと 
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が 可能かどうかは ， 会計学 自 りには議論のあ るところで 

あ る 3). 本稿では， このようなマクロな 視点ではなく   

ミクロにあ る個別の企業の 付加価値生産について 論じ 

ることにする． 

以上述べたことを 踏まえて，情報システムの 価値を   

次の 2 つに分けて論じることにする． 

①情報システム 自体が持っている 本来的な価値 

技術白 9 価値 

市場的価値 

②情報システムを 活用することにより 得られる付加 

価値 
この ょう に分けて扱 う ことにより，価値評価に 関す 

る理解が容易になり． また，付加価値を 現実のものと 

するために各組織部門の 果たすべき 役き U と努力の方向 

性も明確になる． 
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(1) 技術的価値 

その情報システムの 調達に要した 費用から算出され 

る価値であ る．即ち，その 情報システムを 構築するの 
に必要なハードウェアおよびソフトウェア 等を，外部 

から購入または 内部で開発するのに 要した費用をもっ 

てその情報システムの 価値とするものであ る． 

情報システム 部門は ， 自らの技術力の 充実に務め， 

また外部の技術的，社会的環境に 適切に 2 千席して，最 

少の費用で，期限内に 必要な機能を 持った情報システ 

ムを 構築する役割を 担 う ． 

この場合の価値についての 客観，性のあ る変数は， 

ハードウェアについては 計算速度， 記 ， 憶 容量，通信速 

度等であ り， またソフトウェアについてはプロバラム 

のステップ数，技術的難易度等であ り主として技術的 

なものであ る． 

この技術的価値は ，情報システム 部門内の技術的視 

点からの評価には 意義が認められるが ，企業の経営的 

視点からの評価には 殆ど意義が認められない． 

情報システム 部門主導で，企業の 情報化を進めると ， 

この技術的価値をもって 企業にとっての 価値と誤認し 

てしまう恐れが 多分にあ る． 

(2) 市場白 9 価値 

市場から調達または 市場で販売出来る 価格をもって 

その情報 - ンステムの価値とする 考え方であ る   

作成に要した 費用に，消費者 ( ユーザ ) にとっての 

価値が加味されて 価格 ( 価値 ) が決定される・ また複 

数の消費者で 使用する ( 情報の持つ特異性の 一つ ) こ 

とにより， 一 消費者当りの 価格を下げることも 可能で 

あ る． 

このユーザにとっての 価値という考え 方は重要であ 

り，次に述べる「， 清報 システムを活用することにより 

得られる付加価値」につながるものであ る 4). 

企業にとっての ，情報システム 自体が持っている 本 

来日りな価値としてはこの 市場的価値をとるのが 妥当で 

あ ろう． 

情報システム 部門は， 自社開発にこだわらず ， 広く 

内外の市場に 目を配り，必要な 機能を有する ， 清報 シス 

テムを最少の 費用で調達するように 努力することにな 

るの． 

その際，本当に 必要な機能は 何かを使い勝手も 含めて 

正確に把握することが 特に重要であ る． そのために 

ユーザ部門との 緊密な連係が 不可欠であ る． またアウ 

トソーシンバの 可能性も含めて ，組織を見直す 機会に 

もなる． 更に情報システム 部門にプロフィットセン 

ター的視野を 持たせる機会でもあ る． 
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前にも述べたように ，情報システムは ，直接部門で 

活用されることにより ，初めて付加価値生産に 貢献す 

ることが出来る．情報システムの 企業経営にとっての 

価値は， この付加価値の 大きさと，その 付加価値生産 

に際しての情報システムの 貢献度の積で 評価されるの 
が 妥当であ ろう． 

また，情報システムは ，企業の業務やプロジェクト 

の計画， 目的を実現するための 一 要素に過ぎないとい 

うことをはっきりと 認識することが 肝要であ る． 冒頭 

に述べたような ，情報化投資と 財務指標との 相関の低 

さは， このことに対する 認識が低く，漫然と 投資を行 

って来た企業が 多いことを示すものと 思われる． 

企業経営にとって 効果的な情報化投資を 行うために 

は次の 2 つのことが必要であ る． 

①情報技術活用の 有用，性を充分認識したうえで ，経 

営戦略を立て ， その実現のための 実行計画の中に 

情報システムを 組み込み， その役割， 必要機能を 

明確に示す． 
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②上記計画の 他に，中長期の 経営計画を踏まえて ， 

中長期情報化計画を 立て， これをもとに 当面の情 

報化投資を決定する． そしてこの投資を 単発で終 

わらせず， 計画にそって 継続していくことが 肝要 

であ る・情報資源は 人間に働きかけて ， 初めて 価 

値を創造するものであ る "). 従って， それを活用 

する人間更に 組織文化が変わらなければならない． 

そのためにも 継続した取り 組みが必要であ るの   

次、 に 情報システムを 次の 3 種類に分けて ，付加価値 

生産への貢献の 仕方の特徴と ，構築に際しての 留意点 

を 述べる 飴 ． 

・インフラストラクチ ャ 

・ユ ー ティリティ 

・ん二円ソフトウェア 

(1) インフラストラクチ ャと ユ ー ティリティ 

インフラストラクチャとは ， その企業の，情報システ 

ム の基幹的な共用システムであ る．共用データベース ， 

基幹通信ネットワーク 等がこれにあ たる   

ユ ー ティリティとは ， 企業の構成員が 何時でも手元 

で 便利に使えるものであ る．端末， LAN 「ローカル 

エリアネットワーク ), その他各種 OA  ( オフィス 

オートメーション ) 機能等がこれにあ たる． 

これら 2 種類のものは ， たとえユーザに 便利に使用 

されたとしても ， それだけでは 大きな付加価値を 生産 

することは稀であ る． しっかりした 経営計画のもとに 

具体的に計画された 応用ソフトウェアを 円滑に機能さ 

せるという役割を 通して付加価値生産に 貢献する， ま 

たは経営戦略を 実現するために 必要不可欠であ る等の 

役割価値評価をしっかり 行っておくべきであ る． 

しかし定量的な 価値評価が困難で ，定性的な価値 

評価を加味しなければならない 場合が多い．定性的な 

価値を出来るだけ 定量化して優先順位 付 をずる万法に 

ついてはいくつかの 提案がなされている． この章の後 

りの分部でも う 一度この問題を 論じることにする． 

具体的な実施に 当たっては，将来を 見すえたアーキ 

テクチャ構想を 踏まえながらも ，当面必要な 範囲に限， 

定 して作成するという 態度が大切であ る．急速な技術 

進歩と環境変化のために ， 可 なりの部分が 使用されな 

いうちに，廃棄，更新される 情報、 ンステムが実に 多く 

見受けられる・ 一般に，情報、 ンステムの価値は ，時間 

の経過と共に 急速に減少するものであ る． 

(2) 応用ソフトウェア 

応用ソフトウェアを 開発し これをユーザが 業務に 

活用することによって ，企業にとっての 付加価値が生 

産される．応用ソフトウェアによる 付加価値生産につ 

いて論じた文献には ，幾つかの共通点が 見受けられ 

る・ ①実例の列挙， 紹介に多くの 紙数を割いてい 

る 9). 

②実例の付加価値生産が ， 全て情報、 ンテム の貢献に 

よるものとして 価値評価を行っている． 

③大きな付加価値をもたらすような 応用ソフトウェ 

アを企画開発するためには ， 新しい視点を 入れた 

手法が必要であ る 川 ． 

①は，情報技術の 活用の歴史が 新しいことに 由来す 

ると思われる． 大きな付加価値を 生産することに 貢献 

するような情報システムの 機会発見方法，付加価値 生 

産のメカニズム 等を系統的に 整理して学説としての 体 

裁を整えるまでに 至っていないことを 示すものであ ろ 

う・近年，，情報システム 開発手法にもそれなりの 進歩 

が認められるが ， それだけでは 不十分であ り・実例を 

研究することにより ， その中から成功のためのポイン 

トを読み取り ，更に創造性を 発揮して， 自社のための 

  情報システムを 創造していくという ，極めて個人の 能 

力に依存している 段階であ ろう． 

②については ， もっと公正に 評価する必要，性を 感じ 

る． 

直接部門で，付加価値を 生産するにあ たっては多く 

の要素が参画しており ， それぞれの役割を 果たし貢献 

している． この中で，   情報システムの 果 たした貢献度 

を加味して評価するには ，次の 2 つの方法があ る． 

1 つは，情報システムがなかった 場合に， 同様なこ 

とを行うための 費用と，生産される 付加価値を算出し 

これと，情報システムを 使用した場合の 結果とを比較す 

る方法であ る・ この方法はそれなりの 言剋き 性があ るが， 

  情報システムが 新しく登場するためにブレークスルー 

となることが 多く， このために過大に 評価される傾向 

があ る． 

も 31 つは ，情報システムの 貢献度 ( 何 % か ，数値 

で ) を，経営者， ュ 一ザのなかの 適切な人，数人に 評 

価してもらい ，その平均値または 適当な加重平均値を 

生産された付加価値に 掛けてその情報システムの 価値 

とする方法であ る・ この方法は，主観的ではあ るが， 

評価する人が 適切であ れば，経営として 意味のあ る評 

価方法と かえよう ． 

③に関しては ，開発手法の 中で適切な価値評価を 行 

うことの重要性を 指摘しておきたい   
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その際，前の「インフラストラクチャ とユー ティリ 

ティ」の稿でも 述べた よ うに，定性的な 価値も含めて ， 

出来るだけ定量化し 金銭的価値に 換算する努力を 先 

ず行 う ． この際，次のような 着眼点があ る "). 

・牧人の増加 

・収入の早期化 

・コストの低下 

・定量化可能利益の 獲得可能性の 増大 

・定量化可能損失の 発生可能性の 低下 
このような努力を 行ってもなお 定量化が困難な 場合 

には，経営者またはユーザの 主観的判断を 利用する． 

主観的判断は ，経営の意志決定にとって 重要なもので 

あ り，軽視すべきではない． この際主観的判断を 助け 

る着眼点として 次のようなものがあ る． 

・成果のレベルを 大ざっぱに判断する． 

・同じ価値を 持つ別の効果をみつける． 

・この成果に ，いくら払う 気になれるか． 

・最低限どんな 見返りがあ ったら元がとれるか． 

最後に，優先順位を 決定するには ，次のような 方法 

があ る． 

先ず，定量化可能な 価値 ( 投資採算性，収入増加領 

等 ), 定量化困難な 価値 ( 企業のイメージアップ ， 従 

業員の意識向上等 ) の中からその 企業にとって 重要な 

項目を選び，それぞれの 項目に何 % の価値を置くか ， 

経営者等に決めて 貰う． 

次に，計画中の 各プロジェクトについて ，項目毎に 

100 点 満点で何点かを 評価してもらい ， これに先ほど 

の拷を掛けて 足し合わせる． この総合点で 優先順位を 

決める． 

この方法は説得性もあ り，実用的な 方法であ ろう   

5, 業務過程と価値生産 ( まとめ ) 

これ 迄 述べてきた内容を 整理すると，図表のように 

なる   

企業は，企業目標達成のために 必要な各種資源を 調 

達し これを活用して 製品・サービスを 生産し顧客 

に販売するという 業務活動を行 う ． 

これを価値面からみると ，資源価値調達 ( 生産・購 

入 ) 活動により，各資源固有の 価値を獲得しこれを 

付加価値生産活動に 活用して付加価値を 生産する． 

，情報システムについては 次のようになる． 

・，情報システムの 調達 

この段階の主役は 情報システム 部門であ る． この際， 

  晴報 システム部門は 2 つの面で努力する 必要があ る． 

1 つは，必要な 機能を持った 情報システムを 出来るだ 

け低い費用で 調達するという 合理化努力であ る．即ち， 

市場的価値という 視点から， 自社内のみでなく 広く市 

場 に目を配って 合理的に調達することであ る． 

もう 1 つは，調達する 情報システムの 質を高めて， 

これを活用するユーザの 付加価値生産量を 高めるとい 

う生産性向上努力であ る．情報システムは ，直接部門 

で活用されて 初めて付加価値生産に 寄与することが 出 

来るという基本的な 認識の下に ，ユーザと 協力して情 

報システムに 要求される機能を 創り出していくことで 

あ る．即ち，ユーザにとっての 価値の創造であ る． も 

ちろん技術的価値の 視点、 も大切ではあ るが， これにこ 

だわって自己満足に 陥ることは厳に 慎まなければなら 

ない． 

・付加価値生産 

この段階の主役は ， もちろんユーザであ る直接部門 

であ る． 情報システムの 持つ「ユーザにとっての 価 

値 」を付加価値に 具現化するのは 直接部門以外にない 

のであ る．従って，情報システムの 企業にとっての 価 

資源調達業務 + 資 源 づ直接部門業務 + 製品・サービス     
価値 資源価値生産 各資源固有価値 付加価値生産 付加価値 
( 情報 )  ( 偶 有価値生産 )  ( 技術的価値 )  ( 付加価値生産支援 )  ( 付加価値に転 ィヒ ) 

( 市場的価値 ) 

情報化   清報 ジステム 直接部門 
主 担当 部門 ( ユーザ ) 

図表 業務過程と価値生産 
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値 評価は，直接部門のプロジェクト 等の計画の評価の 

中で行われるべきであ る． そのプロジェクト 等で得ら 

れる付加価値の 値に，情報システムの 寄与度を掛けて 

情報システムの 価値とするのが 妥当であ ろう． 

以上， 冒頭に述べたような ，情報化に対する 見直し 

機運に対する 参考資料として ，情報システムの 価値評 

価について論じた・ 最後に見過ごせない   点として， 人 

問と組織文化の 重要性を指摘しておく． 

前にも述べたように ，現在のところ ，情報技術の 活用 

に関しては， まだ学問として 体系立てられてはおらず ， 

個人の能力に 依存する面が 大きい． 適切な人材を 見い 

だして計画的に 育成することが 望まれる． 

情報システムは ユーザに 活用されて初めて ィ寸加 価値 

を生産する．新しい 技術を積極的に 取り入れて， 自分 

の 業務の生産，性を 向上しょうという ，生き生きとした 

組織文化を作り 上げることが 成功の鍵であ る，   情報資 

源は人間に働きかけて ，初めて価値を 創造するもので 

あ る． 

ぅ主 

1 犬塚五智「情報投資と 財務成果に関する 実証分 

析」『経営情報学会 1992 年秋季全国発表大会発表 

要旨 ] 犬塚は，東京証券市場一部および 二部上場 

企業を対象にして ， STS 構築と財務成果との 関係 

を 分析した． 業種および規模による 影響を取り除 

いた後では， 有意な正の関係を 見いだすことが 出 

来たが， とても経営に 大きな影響を 与えるような 

値 とは云い難い． 

稲田 潔 『経営分析と 情報化の実証研究 J ( 白桃 

書房， 1992 年 ), pp.306. 稲岡は・運輸業におけ 

る経営戦略・ 企業特性要因 別 利益貢献度の 実証分 

析を行ったが ，経営の情報化対応策の 利益貢献度 

は 他の要因と較べて 微小であ った   

2) 企業の価値については『組織科学』第 26 巻 4 号 

(1993 年 ) 特集 : 日本の組織・ 制度の再点検の 中に 

注目すべき論文があ る．例えば，梅沢 正「企業 

組織の価値体系を 点検する」 
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